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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■    

例 会 日 卓 話 者 演 題 

１月 26 日 会員 飯塚詔夫 ・ 來間 久 ・ 土江光二 年男の抱負 

2 月 2 日 大谷 香代子 様  

2 月 9 日   休 会  

2 月 16 日 一畑電車 職場訪問例会 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

43 30 13 (3)  75.00 %    82.50 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

田中浩・持田稔・杉原・三好・板垣・飯塚俊・石原俊・大谷良・園山・

山口 （山根／牧野／大谷厚）  

■■■ 来訪者 ■■■   な し 

■■■ メークアップ ■■■   

1/20 大島卓・高砂 （出雲南）   

1/24 持田稔 （松江しんじ湖） 
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（2 月 16 日） 持田祐輔／遠藤 栄／福田磨寿穂 

（2 月 23 日） 山口 弥／河原治子／原 孝士 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央 2/20（－）  松江南   

火 出雲  松江しんじ湖   

水 大社  松江  

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東 1/26 

金 出雲南  1/27  

■■■ 副会長挨拶 ■■■   

佐々木哲也  副会長   

今週は月曜・火曜日と思いがけない大雪に見舞われ、我が家でも 20

センチを超える積雪となりました。幸い道路上の雪はなくなっていますが、

歩道や路肩にはまだ雪が残っていますので、お気をつけ下さい。 

ロータリアンの三大義務の一つ ～ 購読義務のあるロータリー地域雑

誌「ロータリーの友」ですが、いくつかの変化が見られます。一つは雑誌の

大きさで、2016年7月号以降、従来のＡ4変形版からＡ4版へとわずかな

がら大きくなっています。2016年9月号によると、きっかけは従来の逆目印

刷から順目に変更し、印刷費用を若干軽減することにあったようですが、

副次的に記事の掲載スペースが拡大したそうです。 

もう一つは、2015 年8 月号から始まった「パズル de ロータリー」のコーナ

ーで、奇数月に数独、偶数月はクロスワードパズルです。クイズの答えは、

ロータリーに関する内容となっており、懸賞付きのクイズになっています。 

1 月 10 日に応募が締切られ、答えと解説が 3 月号に掲載される予定

の 12 月号クロスワードパズルの答えは「セービンハカセ」でした。ネットで検

索すると、ポリオに対する経口ワクチンの開発者のようです。流行のまった

だ中では非常に役に立つ経口ワクチンですが、ワクチン関連ポリオを発症

するリスクがあり、撲滅を目指す現在は注射薬に変更されています。 

2016年11月号には、撲滅から２年経過していたナイジェリアで、残念なが

ら昨年8 月に野生ポリオが発生したとの記載もありました。 

すでに野生ポリオ発生のない日本ですが、世界中でポリオ撲滅が達成

されると、現在全ての 0 歳児に対して計 4 回おこなわれているポリオ予防

接種（年間約180億円）がいずれ不要となるとの松本祐二パストガバナー

の記事が、ガバナー月信1 月号に掲載されています。 

日本のロータリー会員数は約9万人で、隠れた（読まれない）ベストセラ

ーとも揶揄される「ロータリーの友」ですが、ロータリーの情報が満載されて

いますので、クイズをきっかけとすることも、一つの方法ではないかと思いま

す。 

今日は年男の抱負第 2 回目です。3 名の皆さん大いに語って下さい。

楽しみにしています。  

■■■ 幹事報告 ■■■  

1．2017-18 年度ガバナー 池上 正様より次年度テーマのお知らせ 

「 ロータリー：変化をもたらす 」 (各テーブルに配布) 

■■■ スマイル ■■■  

佐々木 （今日は田中浩史会長の代理を務め、初の点鐘です。）  

河原 （年賀状を頂いても出さなかった人もありましたのでお詫びにスマイ

ルします。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  

年男の抱負 

 会員  飯塚 詔夫 

私は、昭和20 年の酉年生まれです。 

終戦の年に生まれ小・中学校の頃は日本の

国はもちろん、この平田に於いても物資不足

で今の様な何でも手に入る時代ではなかった

頃でした。 

でも、物はなかったですが今の時代に比べると、

人の心は豊かな気がしております。今問題になっている学校・職場でのい

じめ、家庭内暴力等大きな社会問題は少なかった気がします。 

 高校卒業の年、昭和 39 年、東京オリンピックが開催され東京・新大阪

間に新幹線が出来大変なニュースになりました。 

私も京都の学校に入りましたが暇しておりまして、東京の学校に行った友

だちのところへ転がり込んで、オリンピックは見ませんでしたが、東京の街を

ブラブラとブラついていた様な記憶があります。この頃から日本の社会が急

速に変わり、鉄道・道路・空等あらゆるインフラが整備されていきました。 

 あれから 50 年。今では一つの動作をする最初の言葉が「ドッコイショ」か

ら始まり、物を取りに行くと何を取りに行ったか忘れ、又、元の場所へ帰る

と思い出す年齢になりました。 

私は、ＪＣとＲＣに約半世紀50 年、よくもまあ長い間入っていたものだと我

ながら感心しております。でもこの間、ＪＣでもＲＣでも色々な人のつなが

りが出来、色々な人の考え方生き方を学ばせてもらい、大変意義のある

時間を過ごすことが出来ました。 

 ＲＣに入会して約30年になりますが、この“年男の抱負”は初めてスピー

チさせてもらいます。この理由は、昭和8 年生まれの年先輩が多数おられ、

私の出番がありませんでした。大変前向きな内容のスピーチではありませ

んでしたが、もう少しの間、空元気を出して皆様とお付き合いしたいと思っ

ております。よろしくお願いします。 

 



 会員  來間  久 

ちょっと、はばたきだした頃の話しを 48 歳で、

次の 60 歳のときは、社会人になってからの

話しを・・・ 

72 歳のときは「ロータリーとは」を語れればと、

84 歳のときは「人生とは」を語ろうと計画を

しました。  

（もちろん、生きている保障はありませんが・・・） 

-------------------------------------------- 

まずは、若い頃の生い立ちから 

高校を卒業し、岡山に行き、大学に通い始めてから、解き放たれたように、

社会に目を向けるようになりました。羽ばたきだしました。 

アルバイトを2～3かけもちでしながら、アーチェリー部に所属し、夜は、ドラ

イブ・・・ 

学校生活も寮生活でスタート 

日本でも 5 本の指に入るぐらい厳しい寮 

6 畳２人部屋、門限10：00、 

ドイツ語の試験があり、合格点をとれないと坊主（ゴリン）、寮則をやぶると、

坊主（ゴリン）  ゴリンとは、1.5 ミリ刈り 

ちなみに、寮長さん（合気道部）、総寮長（少林寺拳法部） 

2 寮の寮長さん（空手道部） 

入寮したとき夜に、いきなり気合を入れられた方々がいました。 

非常に大変なところに入ってしまったと思いましたが、それなりに寮生活を

たのしみました。 

その後は、下宿に変わり、さらにはばたいていました。 

------------------------------------------- 

それぞれの場面で、それぞれの先輩や、いろんなことを教えてくださる方が

いて、その方たちの生き方や考え方を見て、影響を受けてきたのかと思い

ます。 

その中でも、自の性格にあったもの。生理的、性格的に受入ることができ

るもの、納得の行く物をどんどん吸収し いまの、私がいると思います。 

もちろん、ロータリーに入ってからのこの５年は、皆様の生き様をお手本に、

いろいろと吸収させていただいております。 

 

将来を考えだすと、不安がいっぱいになります。 

あまり深く考えないようにしています。 

そのことが、読みが浅く、せっぱつまらないとやらなかったりということにつなが

ります。 

なので、今を生きたいと思います。 

昨日のことを反省することは大切ですが、くよくよすることを引きずらない。

（ようにしたいです） 

・初心を忘れないように。 

・慣れ、厳禁。 

・親しき仲にも礼儀あり  

・天狗にならない。 

※これを忘れて、数々の失敗をしたような思い出があります。 

 

これから先のことで思うことは、生涯現役でいたいと思います。 

-------------------- 

ここで私が、常に心に思っている言葉があります。 

“Stay hungry. Stay foolish.” ～ 「ハングリーであれ。愚か者であれ。」 

 故スティーブ・ジョブズの言葉です。Apple の元経営者です。 

スタンフォード大学卒業式で講演の中での言葉です。 

これからもこの言葉を心に秘めながら、やっていこうと思います。 

どうぞ、ロータリーの先輩方、これからもよろしくお願いします。 

 
 

会員  土江 光二 

「今年は感謝と運を味方に付ける」 

 

年男の抱負をスピーチする機会を与えて頂き、

今年一年を改めて考えてみました。年頭の抱

負は、経営者であれば売り上げ目標とか、利

益率の向上と言った事をまず考えるのではな

いでしょうか？ 

私は、“今年は感謝と運を味方に付ける”と言う2点の目標を立てました。 

 私の会社は、本業である建設業と環境部門、小売部門とがあります。 

本業の建設業は、16 年前から起業し、主に高速道路とか、敷地造成工

事等をおこなっていますが、起業当時は、お客様に仕事を認めてもらうこと

が出来ず、思うように受注できない日々が続きましたが、お客様の中には

私を見ていて下さる方もいて、少しずつ認めてもらい仕事の受注につなが

っていきました。 

環境部門では、建設機械に装着して燃料を削減するカバーを発見し、

全国的に販売をしております。この商品にも多くの方々の支えがあって、

国土交通省の新技術の認定や、島根県の建設ブランド登録に繋がりまし

た。 

この様に、起業してから多くの方々の支援、ご協力があっての事と感謝を

し、また、今年はロータリーの精神でもあります、利他の心を以て一年過ご

して行きたいと考えています。 

 次には、“運を味方に付ける”ですが、皆様は、細木和子先生をご存知

でしょうか？この方は 12 周期で運気は回っていると言っておられる方です。

実は、大社の店（塩屋）をオープンしたのもこの占いで運気の良い月にしま

した。 

所詮占いですが、今年から私は、大変良い年になると細木先生の六星

占術ではなっていますので、こうした運気の良さも味方につけていきたいと

思っています。 

 今年は、年男としてスピーチする機会を与えて頂き感謝いたします。ロー

タリーに入って当初は、人前で話す事など嫌でたまりませんでしたが、こう

してスピーチをすることで、ぶれていた心にまっすぐ筋が通った様な気がしま

す。 

取りとめのない話になりましたが、今年一年、また今後ともご指導の程をよ

ろしくお願い致します。 


